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今日は
「現代に
お
け
る若者の心の病」
と
い
う
テーマ
で
お話い
た
し
ま
す。
私は精神科医ですが、精神分析の観点を取り入れながら、大学における学生の精神疾患の問題について述べてゆきたいと思います。自分で作ったレジュメを後で見ますと、なん 小難しい内容なんだ、と我ながら呆れていますが、できるだけ分かりやすくお話 しようと思っています。　
まずは、大学で遭遇するであろう主な精神疾患について、話してゆき
たいと思います。そして、そのあと、大学内で問題になるであろう いくつかの心の問題について、少し 話そうと思います。では私たちはどのように対応したらよいのか という問題につきましては、発表後の質疑応答の中で、私に答えられる範囲内でお答えしようかと思います。大学で遭遇するであろう主な精神疾患　
この大学は外国語大学ですね。先生方は言語に関心を持ち、言語や文
化に関する研究をしておられます。この点で、今日 私の話は皆さま方にも多少興味を持って聞いてい
ただけるのではないかと思います。と言
いますのは、まず私が強調したい は、人間は言語を持 ことによって精神疾患を病むようになったということだからです。つまり、精神疾患を病む動物は人間だけであり、それは人間が言語を持っているからなのです。動物にも人間と同じような精神疾患があ かのような言 方が流
れたりしますが、私は違うと思います。例えば、人間が病む、統合失調症や、うつ病を取りあげてみても、動物にはそのような精神疾患はありません。ゴリラに覚せい剤を打っ 興奮状態 させたり、幻覚様の体験を
さ
せ
た
と
し
て
も、
統合失調症の幻覚や妄想と
は異な
る
で
しょう。
ま
た、
同じくゴリラが見 ところうつ病のような状態になっても、人間のうつ病とは異なるでしょう。あとでまた話しますが、人間のうつ病は だけが持つ時間性ということと関わって ます。このように、精神疾患を病む動物は人間だけです。　
さ
ら
に、
人間は言語を持つ
こ
と
に
よ
り、
性と
い
う次元を持ち
ま
す。
そ
し
て、死という次元も持ちます。人間の性の次元は、動物のもつ性とは異なっ 人間に特有の次元です。死とい 次元も人間に特有 次元であり、動物は死の次元を持ちません。先ほどの時間性 、死の次元があって初めて生じている事態です。性と死、いずれも人 が言語を持つゆえに獲得しているものです。こうした の問題に 、人間の精神症状は起因します。まずこうしたことを前提として話をお聞きください。　
今日お話ししようとする主な精神疾患は、神経症、統合失調症、うつ
病、
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障
害（
略
し
て
Ａ
Ｓ
Ｄ
と
言
い
ま
す
）
の
四
つ
で
す。
まず大雑把に、問題となっ いる人はこの四つのうちのどれかな、と捉えることが大事であると思うからです。
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神経症　
神経症は大学の中でも最も多くみられる精神疾患なので、少し丁寧に
説明す
る
こ
と
に
し
ま
す。
こ
の神経症の中に入る
の
は、
現在社会で流布さ
れ
ている病名で言えば、パニック障害、強迫性障害、全般性不安障害、適応障害、解離性障害、身体表現性障害などを含みます。みな障害という名前がついています。アメリカ精神医学会が出している操作的診断基準で
あ
る
ＤＳＭ
や、
ＷＨＯ
の出し
て
い
る
ＩＣＤ
-
10な
ど
に
は神経症と
い
う病
名はなく、そこでは……障害ばかりです。日本の精神医学界や厚生労働省も
こ
う
し
た
ＤＳＭ
や
ＩＣＤ
-
10の病名を採用し
て
い
ま
す。
で
す
か
ら……
障
害
ば
か
り
に
な
っ
て
い
ま
す。
以
前
は
不
安
神
経
症
と
か、
強
迫
神
経
症
と
か、
ヒステリーなどの病 が付けられていましたが、今ではこうした病名は言わば駆逐されてしまっています。現代では薬物療法が精神医療の中心に
な
っ
て
い
ま
す
が、
世
界
中
で
誰
で
も
同
じ
基
準
で
診
断
で
き
る
方
法
の
方
が、
生物学的精神医学の研究や
新薬開発の
た
め
に
は便利だ
か
ら
な
の
で
しょう。
しかし、残念なことに、……障害と言うときには、そこでは症状レベルで
疾
患
が
定
義
さ
れ、
疾
患
構
造
に
つ
い
て
の
考
察
は
除
外
さ
れ
て
い
ま
す。
今、
私は神経症の概念を説明しようとし い すが、現在の操作的診断基準からは神経症という言葉は消えています。しかし 神経症と う概念非常に重要 あり、われわれの大半は神経症的構造を持って ます。だから、たとえば、何か忘れ物 したので ないかと急に不安になっ 確認したり あるい 死が迫っている け も のに死を怖れたりします。こうしたこと 、われわれが多少とも神経症的側面を持 るからで　
では、神経症とはどのような精神疾患なのでしょうか。神経症とは何
かと言えば、いきなり小難しい言い方ですが、われわれが無意識におて持つ欲望や欲動が、
検閲の目を潜り抜け
て症状と
し
て現れ
て
い
る
こ
と、
となるでしょう。すなわち、人間には無意識が
あり、抑圧された欲望や
抑圧された欲動があると うことが出発点にありま 。神経症という言
葉は以前よりありましたが、それをきちんとした概念として確立したのは、精神分析の創設者であるフロイトです。この神経症の概念は無意識の概念と結びつけられており、重要なことは、その無意識は抑圧によって生じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す。
こ
こ
が非常に重要な所で
す
が、
抑圧と
は、
人間が言語をもつようになってから生まれた心的なメカニズムです。人間の精神は抑圧に
よって生ま
れ
た、
と言って
も過言で
は
な
い
と思い
ま
す。
フロイトは、抑圧の背景には、人間の精神の起源にある仮定上の父親殺しや、それとともに生じた近親相姦の禁止など 問題が していますが、ここでは詳しい議論は省きます。ただ大事なことは 抑圧によって無意識が生じるとき 同時にわれわれのこ 意識も生じていることす。はじめに意識があって そこ 収まり切れないものが無意識 った
と
い
う
の
で
は
な
い
の
で
す。
抑
圧
に
よ
り
意
識
も
無
意
識
も
生
じ
る
の
で
す。
意識は抑圧あっての意識です。このことは精神疾患を考えるうえで大事なことだと思っ います。　
人間に
は無意識が
あ
り、
そ
の無意識は抑圧に
よって生じ
る
の
で
し
た。
さ
らに、人間の精神には特有の次元があります。すなわち、人間には性次元があり、死 次元がありま 。動物 は性的な が心的外傷体験になることはありません。しかし、人間は性的なこ が心的外傷体験になるのです。なぜでしょうか おそらく、人間にとって性と うものはタブーと関わっているからでしょう。ある霊長類の研究者は、性を公衆の面前から排除しようとするのは人間だけだと言っていま 人間の性は動物とは違って、その周りを精神生活全体がまわり、かつトラウマにもなりうる次元のも また、人間は死の次元を持つ ゆえに、現実に死の危険に晒されているわけでもない に、死の観念がよぎって恐怖に陥ったり
、死の観念が執拗に沸き起こることで苦しめられたりもし
ます。こうし ことも、精神疾患の理解の めには大事なこと 思てい　
では、具体的に話をすることにしましょう。大学内でよく見られる神
経症として、不安神経症があると思います。現代ではパニック障害とい
84
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う言い方がされますが、この言葉は神経症の否定の上に成り立っています。しかし、私の目から見て、どう見ても抑圧や無意識が関与しているとしか思えません。例を出しましょう。　
授業中にある学生が過呼吸発作を起こしました。そして、近くにいた
友人が手助けを て、一旦教室の外に出して、一緒に落ち着くまで横い
て
く
れ
た
と
い
う
こ
と
が起き
た
と
し
ま
しょう。
た
い
て
い
そ
う
い
う学生は、
それを契機に、また不安発作を起こすんじゃないかと思っ 、授業に出る
こ
と
が怖く
なって
き
ま
す。
そ
し
て、
授業に
な
か
な
か出ら
れ
な
く
なって、
困り果てて精神科クリニック 受診することもあります。現代で 、彼ら彼女らの多くはパニック障害とい 疾患名にくくられて それは脳の病気だからということで、薬物療法が施され、認知療法なども勧められま
す。
し
か
し、
私は、
先ほ
ど述べ
ま
し
た
よ
う
に、
脳の病気だ
と
は捉え
ず、
神経症として捉えます。私 まず、彼ら彼女らに、不安発作
を起こした
きっか
け
と
し
て何か思い当た
る
も
の
は
な
い
か、
と聞い
て
み
ま
す。
す
る
と、
殆どが自分にも分か ない、と答えます。
「はっきりとした原因はない。
だからこれは脳の病気だ」
、と生物学的精神医学では考えます。しかし、
本当に
そ
う
で
しょう
か。
人間の記憶に
は隠蔽記憶と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
が、
これは、一見 うでもいいような何の意味もな 記憶がたびたびふと想起さ
れ
る、
そ
う
い
う記憶で
す。
隠蔽記憶は抑圧さ
れ
た
ト
ラ
ウ
マ
を中心に、
その周辺の一見無関係な記憶が蘇ってくるものです。隠蔽記憶は忘却状態にあるトラウマを巡っているので、たびたびふと想起さ てしまうのです。そして、おおよそ、人間の記憶とはこのような性質を持つものです。不安発作を こした彼ら彼女らにも同じようなことが言えます。つまり、不安発作を起こす直前の記憶は、一見直接何かとは結びつかない些細な記憶ばかりですが 実はそこ は何かトラウマに触れ きっかけと
な
っ
た
も
の
が
忘
却
さ
れ
て
い
る、
す
な
わ
ち
抑
圧
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す。
ここで言うトラウマとは、過去における具体的な出来事が絡んでいる場合
も
あ
り
ま
す
が、
大
抵
は
よ
り
深
い、
よ
り
根
源
的
な
ト
ラ
ウ
マ
の
こ
と
で
す。
この根源的トラウマを、フロイトは子供が母体から切り離さ るときの
状況に譬えています。子供は生後九か月頃に言語の世界に入ってゆきますが、その頃子供は夜泣きのピークを迎えます。日中も大声をあげ 泣きま 。これは動物で 起きません。人間だけで 動物の赤ちゃんが夜泣 などしたら、他の動物に殺されてしまうでしょう。赤ちゃんの夜泣きとは、母体から切り離され、無力で寄る辺ない状況を体験しているからであり、フロイトはこうした状況を、全く助けのない状況、寄る辺なき状況だとして、これを根源的な外傷的状況、つまり根源的トラウマだとしているのです。そして、フロイトは不安につい 、 はこうした外傷的状況を予見す
る
と、
そ
の状況が来る
の
を
受動的に待つ代わ
り
に、
その状況を能動的に待ち受けるようになる、と言っています。根源的トラウマ は完全 受動的な状況ですから 受動的に待 ことが最も怖ろしいのです。　
不安発作を起こした人たちに発作状況について聞くと、始め、何とな
く違和感を感じ、この違和感をじっと我慢していたら、突然発作が来てしまった、という言 方をします。そして、特徴的なのは 二回目以降の発作において、何が怖ろしいのかを聞くと、十中八九、一回目 発作が起きたときのあの状況に陥ることが怖いと言いま 。ここには トラウマ的状況を自ら能動的に待ち受けるようなあり方が ます。こういう
あ
り方を、
フ
ロ
イ
ト
は
Erw
artung
す
な
わ
ち、
何か
を待ち受け
る状況と
言います。不安 本質は、自ら待ち受け と うことにあり す　
では、なぜそうした状況になってしまうのかを考えてみましょう。授
業中に発作を起こ
し
た学生の場合、
そ
の殆ど
が、
「自分は
こ
の状況か
ら逃
れられないのではないか」と、そのとき思ってしまう 言い さに
は、
そ
の
発
作
の
最
中
に、
「
自
分
は
死
ん
で
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
」
と、
死
を怖れてしまうとも この「自分 この状況から逃れられないの
で
は
な
い
か
」
と
い
う
感
覚
は、
実
は、
そ
の
裏
に、
「
自
分
は
罰
せ
ら
れ
て
し
まう ではないか」という感覚 隠しています。そして この「罰せられてしまうのではないか」 う感覚は、超自我という無意識の審級から来ています。超自我とは、子供が 語の世界に入り、文化 中に参入
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し、人間としての法、そこには近親相姦の禁止の法も含めますが、そうした法を子供が受け入れたときから、その法を守る番人のようなものとして、無意識の中に形成さ るものです。フロイトは、この超自我の形成の原点には 原父殺 、つまり父親殺しと父親へ 同一化があると言い
ま
す
が、
難
し
い
話
は
こ
こ
で
は
止
め
ま
す。
た
だ、
人
間
は
言
語
を
獲
得
し、
文化の世界に入ることによって、超自我という無意識の審級 もつということは強調しておきます。神経症ではこの超自我の力が強くなっている
の
で
す。
不
安
神
経
症
の
学
生
も、
「
こ
の
場
か
ら
出
ら
れ
な
い
」
と
思
っ
た
だ
けで、超自我からの力を感じ、罰せられる つまり 去勢の状況に追い込まれる と感じた かもしれません また、フロイトは、死 不安とは自我と超自我のあいだで起きるのであって、去勢不安が加工されたものだ、とも述べています。つまり、超自我の力により、根源的トラウマの状況に追い込まれ し うのでは
ないか、という怖れが、死の不安と
いうかたちで現れてい 言 す。 たがって 不安発作の最中に、
「自分は死んでしまうのではないか」と思ってしまうのも当然です。
　
以上、不安神経症について、少し難解だったかもしれませんが、縷々
述べました。これで、疾患概念について、大雑把には理解していただけたでしょうか。では、不安神経症の治療は実際にど よう しているのか、ということ も少しだけ触れたい 思います。勿論私も薬物療法も行います。しかし、それは治療 一部だと思っ 不安神経症方々は、もともと超自我の力が強い ですが、そ だけではなく、そ人の置かれている状況や、それまで 成り行き、そして家庭環境や生い立ちなどが、根源的トラウマに触 やすい、つまり想起 やすい状態にさせている、という事態があります。誰しも、失敗が続 たり、人から叱責 れたり、裏切られたりしていると、自分 心が弱くなっ よう
に
感じたり、自信を無くしたりします。そ いうとき われわれの心は根源的トラウマを想起しやす 状態になってい す くに 超自我 支配の強い神経症者では、その傾向は強く ります。実際、不安神経症の学生の話を聞いていると、家庭環境な 生い立ちなりで様々な問題を抱
えていたり、友人関係で悩んでいたり、学業や就活などで悩んでいたりすることがよくあります。 すから、不安神経症の治療とは一見関係ないように見えても、そうした問題に耳を傾け、安心させたり考えさせたりしてゆくうちに、トラウマに触れやすい状況から少しずつ離れてゆくこ
と
に
な
り
ま
す。
個人差は
あ
り
ま
す
が、
こ
う
し
た面接を繰り返す
こ
と
で、
確かに不安発作は減少し、苦手になってしまった場所にも少しずつ行けるようになってゆきます。　
さて、先ほど超自我の話をしましたが、大学の学生でよく見られ、超
自我の関与している他の神経症のケースも紹介しま ょう。それは大学生の
男の子です。もともと知的水準は非常に高いのですが、何をやって
も長続きせず、やる気が くなって、自分はだめだと思 う傾向が
あ
り
ま
す。
そ
の
た
め、
サーク
ル
に入って
も根気が
な
く
て
や
め
て
し
ま
い、
友人関係も初めは良好にゆきますが、なぜか本人の方から身を引く感じで友人関係 途切れてしまう。勉強も同じで、徐々に授業に 出席 なくなり、途中からは出られなくなってしまう。現代の精神医学なら 逃避型抑うつとか、現代型うつ病とか、あるいは回避性パーソナリティ障害と診断さ
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん。
し
か
し、
よ
く話を聞い
て
み
る
と、
長
続
き
せ
ず
諦
め
て
し
ま
う
そ
の
と
き
に
は、
「
ま
た
う
ま
く
ゆ
か
ず
失
敗
し
て
傷
ついてしまったら、それが怖い」という内容 ことを漏らします。ところが、そんな大きな失敗など、この青年はこ までしたこと ないのです。ちょっとしたことが大き 失敗に思えてしまう。そ て、自分はダメな人間だと う感覚がやってくる
。実はここに無意識の超自我が働い
ているのです。たえず自分を監視し、事あれば内面で叱責 てく のです。
人
間
は
大
抵
の
と
き
は
さ
ま
ざ
ま
な
幻
想
を
抱
き
な
が
ら
生
活
し
て
い
ま
す。
超自我は
そ
う
し
た幻想に基づ
い
た願望が実現さ
れ
そ
う
に
な
る
と、
「お前に
その資格などない」という い 声を発するの す。勿論、本人はその声は聞こ
え
ま
せ
ん。
そ
の代わ
り、
「自分は
だ
め
だ。
ま
た
う
ま
く
ゆ
か
な
い
に
決まっている」と思ってしまうのです。あるいは、恥ずかしいと う感情として現れることもあります。先ほど超自我の説明をしました 超
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自我により神経症の症状が形成されますが、同時に、超自我があるおかげでわれわれは良心をもつのであり、社会の秩序も保たれるのです。しかし、幼児期における超自我の形成のされ方で、人によりその強さや叱責の仕方が違います。この青年の場合、父親が家庭内で専制君主 ように振舞い、母親は完全に圧倒されて、無気力状態になっている家庭に育ちました。そうした父親との内面的な葛藤を、彼は子供の頃から抱えていました。こうしたことが彼の超自我の形成に大きく影響を与えたことは想像に難くありません。　
以上、大雑把に神経症について話しました。神経症にはほかにもあり
ます。強迫神経症もそうですし、心気神経症もそうです。解離性障害や身体表現性障害などと呼ばれている精神疾患も、実は神経症です。いずれも現代では障害扱 されていますが、実はみな、無意識が関与し、抑圧という機制や超自我という審級によって生じて る精神疾患 さらには、
特定の精神症状に分類されなくても、その人の行動や振舞いな
どが症状的価値を持つこともあり す。たとえば 日常生活や勉学、仕事な において、過度に丁寧で、良心的で、物事を徹底的に行い その一方で、他人の怠慢さに対して 寛容さがなく 他人に対 て 倫理的に攻撃す
る、
と
い
う人が
い
ま
す。
こ
う
い
う
こ
と
を反動形成と言い
ま
す
が、
人
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
動
は
何
ら
か
の
症
状
的
価
値
を
持
つ
こ
と
が
多
い
の
で
す。
以上で、神経症について 話はひとまず終わりにします。精神病（統合失調症）　
ここでは統合失調症について簡単に説明することにします。私は人間
は言語をもつから精神疾患にも陥るのだと述べました。人間が言語を持つ
と
い
う
こ
と
に必ず伴って
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す。
そ
れ
は名前を持って
い
る
ということです。名前のない人はいません。どんな文化でも名前を持っています。アフリカのある地方では、今はどうかしりませんが 生 れたときに付ける名は、屑とかゴミとか、ひどい名前
だと言います。それ
は、いい名前だと悪魔に盗られて殺されてしまうという怖れがあるからです。そう う名前は子供がある程度成長すると、別の名前に変えられるそうです。同じようなことは、アイヌの文化でもあります。このように、名前というものは人間にとり非常に重要なもの す。人間は名前があることにより、自分は自分 、 いう感覚をもち、同時に 自分 この世の中の一員、連綿と続 ている人間社会の中の一員だ、という感覚ももつのです。このことはあまりに当たり前すぎて、通常われわれは意識することがありません。しかし、ふつ は意識 ることの いこの自明
な
こ
と
が
自
明
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
き、
統
合
失
調
症
は
発
症
し
ま
す。
統合失調症では、言語と人間との根源的な関係自体に問題 生じてしまうのです。　
では、自分は自分だという自明な感覚が自明ではなくなる時、何が起
こ
る
で
し
ょ
う
か。
ま
ず、
自
分
の
思
考
の
自
己
帰
属
性
が
喪
失
し
て
ゆ
き
ま
す。
それ
は自分の思考の中に他者性が現れてくるということです。自分の思
考
な
の
に
自
分
の
思
考
で
は
な
い。
そ
う
い
う
感
覚
に
な
れ
ば、
そ
れ
は
例
え
ば、
幻聴と
い
う現象に
なって現れ
ま
す。
幻聴と
は聴覚の問題で
は
あ
り
ま
せ
ん。
自分の思考の自己帰属性が喪失することによって生じる症状です。 るい
は、
思
考
伝
播
と
言
っ
て、
自
分
の
思
考
が
他
者
に
伝
わ
っ
て
し
ま
う
感
覚
や、
ある は思考吹入と言って、他者 思考が自分のなかに入ってくる感覚などが生じます。これらはいずれも統合 調症に特異的な症状です。さらに、自分は自分だという自明な感覚の喪失は、離人感という、自分が自分でないような特異な感覚も生みだします。で が人間社会の一員であると う自明な感覚が喪失すると何が起きるでしょうか。自分はこの社会の外にいる、つ り自分は何か特別な存在だ、という 覚を持つにいたります。この感覚はちょっと不気味 です。 は、 の感覚は
ど
う
い
う症状を引き起こ
す
で
し
ょう
か。
た
と
え
ば、
妄想知覚で
す。
患者は他者の視線に何か意味が ように感じてしまいます。彼らが自分を特別の目で見ていると感じる は 自分は特別な存在だ いう感覚が生じているから す。この妄想知覚が発展すれば、被害妄想や迫害妄
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想になることもあるでしょう。また逆に、自分は特別な故に他者の関心や欲望をひきつける、というよ につながるなら、それは恋愛妄想などになるでしょう。このように、さまざまな幻覚や妄想が統合失調症では現れてきます。あ 大学生の患者さんは、授業で先生が言われること対して、それは自分のことを言って る だ 自分の考えを読み取られたんだ、と感じたと言います。そこから その方は被害妄想に発展してゆきました。その方が、先生は自分にだけ何かを特別 期待しているんだ、と感じれば、 れは誇大妄想や恋愛妄想に発展する可能性もあったでしょう。　
十代二十代は統合失調症が発症しやすい年代です。大学生で発症する
方も多くいます。統合失調症には、大きく分けて妄想型と破瓜型があります。はっきり病型が分けられるも ではありませんが、概して 妄想型の方は病的体験が収まれば比較的安定した生活 戻 ができ、思考能力も極端には落ち
せん。ですから、学業の継続は基本的には可能
で
す。
そ
れ
に比べ
て、
破瓜型の方は妄想形成は
そ
れ
ほ
ど進ま
な
い
も
の
の、
奇妙な言動や、思考障害、さらには他人と殆ど交わら くなってしまう自閉傾向が顕著になります。このため 破瓜型の方では大学在学中に発症
し
た
場
合、
学
業
を
最
後
ま
で
続
け
ら
れ
な
く
な
る
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
り
ま
す。
しかし、どちらの病型であれ、治療に入って治療を継続すれば 安定して
く
る
の
は確か
で
す。
た
だ、
病的体験が著し
く、
生活が不安定な時期は、
学業を休ませることが必要になってき 大学生活自体が彼 彼女らには非常に刺激になり、病状を悪化させることが多いのですうつ病　
現在、うつ病の概念は錯綜しています。一つには、うつ病はストレス
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
も
の
だ
と
い
う
俗
説
が
流
布
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す。
一九九〇年にバブル経済が崩壊すると日本的システムは崩壊し、リストラされる人も出るなどして、抑うつ状態になったり自殺する人
の数が増
えました。丁度その頃、新しい抗うつ剤の販売が始まり、うつ病のキャンペーンが行われ、二〇〇〇年以降は厚労省が職場のメンタルヘルス推進運動を始めました。現在職場で行われているストレスチェック制度などもこの運動の一環です こうした職場のストレスとうつ病が結び付けられ、抗うつ剤の販売促進が行われる中で、あのような言説 流布して
い
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す。
も
う
一
つ
は、
高
度
経
済
成
長
が
減
速
し
始
め
た
一九七〇年代頃から、従来型のうつ病とは異なる新しいタイプのうつ病がいくつか提唱されるようになってきたということです。従来型のうつ病とは、執着気質の人が陥りやすく、ドイツの精神病理学者クラウス言う
よ
う
に、
「役割へ
の過剰な同一化」
が背景に
あって発症す
る
も
の
で
し
た。
し
か
し、
勤
勉
・
実
直
と
い
う
規
範
が
尊
ば
れ
た
社
会
が
緩
や
か
に
な
る
と、
役割への同一化 起きにくくなり、うつ病の発症にも変化は起きたのだと思います。新しいタイプ
のうつ病としては、逃避型抑うつ、現代型う
つ病、未熟型うつ病、ディスティミア親和型抑 など あり、マスコミ
で
は新型う
つ病と
い
う言葉で
ク
ローズ
アップ
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た。
しかし、これら新しいタイプのうつ病がすべて従来型の つ病 変化たものであるか 言えば、実はそこに疑問を投げかける精神科医もいます。私 、新しいタイプとされる つ病患者のかなり 部分が、基本的には神経症で さまざまに修飾 て抑うつ状態となっ いるのではないか、という印象を持っています。実際、現代型うつ病の 者である松浪克文先生も、自分は新しいうつ病の病型を提出しようとした ではなく、現代のうつ病の傾向を論じてみたかっただけだ いう発言をされています。　
で
は、
従来型の
う
つ病と
は
ど
う
い
う病像を
と
る
か
と
い
う
と、
「自分は何
か取り返しのつかな ことをしてしまったのではな か」あるいは「自分はすでに出遅れてしまっているのではないか
」という感覚が背景にあ
る、という印象を私は持っています。つまり 遅刻をしてしま ても自分はダメなのではな か、と うのに近い感覚です。 こから焦燥感や、罪責感などが生じますが、精神病理学者 木村敏先生は いう状
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特別寄稿
態を指して、ポスト
・
フェストゥム（祭りのあと）という言葉でまとめ
ています。こうした状態は人間に特有の時間性の問題です。人間の時間性とは、人間が意識というものを持ち、死 次元を内在化させることによって生じているもので、動物にはありません。うつ病の場合、うつ病独特の時間性の状態となり 思考が止まる制止の傾向が生じ、抑うつ気分や興味関心の低下なども起きます。焦燥感や罪責感が強まると 罪業妄想、貧困妄想、微小妄想、心気妄想などのうつ病性の妄想も出現してきます。こうした従来型 うつ病は数は少 くなりましたが、現在でも発症者はいます。そして、従来型のうつ病 は人格があ 程度成熟していることが前提なので、発症は三十代以降が多かった です。十代二十代での発症 なると む ろうつ 状態が反転 た躁病の状態で発症するケースが多いのではないかと思います。躁状態とはどう あるかと言えば、うつ病 「自分はす
でに出遅れていてもう取り返しがつ
かないんじゃな か」 いう感覚が基底にあると述べましたが 躁は、その遅れを無理やり取り戻そうとして取り戻せず 言わばエンジンのから吹かし状態にあることだと言えます。そのため、夜も寝ようとせず過活動になり、多弁で、思考はどんどん横滑り 、ちょっとした刺激にも反応して怒りっぽくなり 普段ならしな ような逸脱行為も起こした
り
し
ま
す。
こ
う
し
た
躁
状
態
で
発
症
す
る
若
者
も
稀
で
す
が
現
代
も
い
ま
す。
躁病で発症した場合、 には妄想を伴う急性精神病状態になることもあり、その場合は入院治療が必要に ってきます。　
さ
て、
従来型の
う
つ病は以前か
ら若者に
お
い
て発症は稀で
あった
の
に、
新しいタイプのうつ病の登 によってうつ病に罹る若者が増えた いのでしょうか。先程述べま ように りの部分が、基本的に 神経症で、さまざまに修飾されて抑うつ状態となっているとい 印象を私は持っています。
それぞれの置かれた状況での苦しさ、生きづらさがあ
り、その苦しさや生きづらさ 根幹 神経症的な精神病理があるのを見て取れ
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す。
そ
う
い
う場合、
神経症と
し
て
の治療に持っ
て行くことがあります。 かし、うまくゆく場合もありますが 難しい
場合の方が多いのです。なぜかと言いますと、そういう苦しさ、生きづらさをうつ病として乗り切ろうとしてやってきているのですから、自分の内面を見ることは たくない、ましてやうつ病であることを否定されたくはない、という心理が働いて るからです。社会学者の北中淳子氏は、
「自分の
い
き
づ
ら
さ
を何ら
か
の精神疾患に
あ
て
は
め、
最新の精神医学
による早急な問題解決を望む人が増えた」と述べ おられ が 私もそういう印象を持つことがあります。　
従来型のうつ病との絡みで特筆すべきなのはむしろ、双極性障害Ⅱ型
と呼ばれる新しいタイプのうつ病あるいは躁うつ病です。これは、比較的若者に多
く、対人過敏性と、躁的成分とうつ的成分とが入り混じった
ふわふわとして安定しない病像をとる精神疾患で 現代はなか か社会的役割に同一化しにく 社会ですが、も もと同調性の強 若者が社会的役割に同一化しようとしてもそれがうまくゆかずに発症してしまうと考えられます。大学の中でも彼ら彼女らは少し浮いた存在になるかもしれませんが、次に述べます自閉症スペクトラム障害 比べる 、自閉症スペクトラム障害では他者に対する配慮が欠如 ることが多 のに対して、双極性障害Ⅱ型の方 むしろ他者 しすぎで敏感になってるという点で異なります。自閉症スペクトラム障害
 
（
A
utistic S
pectrum
 D
isorder
ＡＳＤと呼ぶことにします）
　
お
そ
ら
く
大
学
に
お
い
て
最
も
対
応
に
苦
慮
す
る
の
が
Ａ
Ｓ
Ｄ
で
は
な
い
で
し
ょ
うか。アスペルガー症候群もこの中に含めます。自閉症は、社会性、コミュニケーション、想像力の三つの領域で 害があると言 れていまが、特に、他者とのかかわり方に著 い特徴があ 他者の気持ちが読み取
れない、他者がどういう反応をするか予想できない、などの特
徴です。そのうえ、特定の場面や出来事に固着する傾向があるので、周囲
か
ら
は
非
常
に
頑
固
で
執
着
的
と
い
う
印
象
を
持
た
れ
ま
す。
Ａ
Ｓ
Ｄ
の
方
は、
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幼児期に共同注視をするのが遅いと言われます。共同注視とは生後九か月頃に、子供が母親を見つめているときに母親が子供以外の別の物に視線を向けると、子供は母親の視線を追って、母親が見ているも を注視するようにな 、というもので 。このとき、子供はいったん母親に同一化し
て
そ
の別の物を見る
わ
け
で
す
が、
こ
こ
に
は母親へ
の同一化に
よ
る、
他者と主体の同時成立 いう事が起きています。この共同注視は霊長類にもなく、人間に固有の発達段階です。これは人間が言語の世界に入るとき 、他者の場を獲得するこ が重要だという事を示しています。この
共
同
注
視
が
Ａ
Ｓ
Ｄ
の
子
供
の
場
合、
一
年
近
く
遅
れ
る
の
で
す。
定
型
発
達
の
子
供
で
は
同
一
化
と
い
う
機
制
を
介
し
て
共
同
注
視
が
で
き
た
の
で
す
が、
Ａ
Ｓ
Ｄ
ではおそらく彼ら独特の同一化 機制を介して共同注視に至るのだと思わ
れ
ま
す。
つ
ま
り、
ＡＳＤ
で
は同一化の代わ
り
の何ら
か
の機制を使って、
代行し
て
い
る
の
だ
と思い
ま
す。
通常わ
れ
わ
れ
は、
こ
の瞬時の同一化に
よっ
て、
他
人
の
視
点
に
立
つ
と
い
う
こ
と
を
し
て
い
ま
す
が、
Ａ
Ｓ
Ｄ
の
人
た
ち
は
こ
れが難しいのです。　
大
学
生
の
Ａ
Ｓ
Ｄ
で
問
題
と
な
る
の
は、
こ
う
し
た
一
次
障
害
を
背
景
に
二
次
障
害を起こし しまうことです。対人関係のトラブルや、情緒的不安定や集中困難な
ど
の二次障害を起こ
し、
そ
れ
ら
は適応障害と
し
て括ら
れ
ま
す。
中には妄想に発展する場合もあり、ある学生さんは、統合失調症ではないかある医療機関から紹介されてやってきましたが、よく話を聞いてみる
と、
Ａ
Ｓ
Ｄ
の
方
が
二
次
障
害
と
し
て
妄
想
を
形
成
し
て
い
た
の
で
し
た。
統
合
失
調
症
の
妄
想
と
Ａ
Ｓ
Ｄ
の
妄
想
は
微
妙
に
異
な
る
の
で
す
が、
難
し
く
な
り
ま
す
ので、その説明は省きます。　
Ａ
Ｓ
Ｄ
の
人
た
ち
を
見
て
い
る
と、
元
の
障
害
は
同
じ
で
あ
っ
て
も、
そ
の
状
態
は千差万別で非常に異なる、という印象を私は持っ いま おそらくこ
れ
は、
Ａ
Ｓ
Ｄ
の
人
た
ち
は
そ
の
生
い
立
ち
や
環
境
に
非
常
に
影
響
を
受
け
や
す
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
い
ま
す。
Ａ
Ｓ
Ｄ
は
彼
ら
独
特
の
同
一
化
の
機
制を使って他者との関係を作ってい わけで から、このことと関係して
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん。
い
ず
れ
に
せ
よ、
Ａ
Ｓ
Ｄ
の
人
た
ち
に
と
っ
て、
環
境
は
非
常
に
重
要
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す。
し
た
が
っ
て、
大
学
に
お
け
る
Ａ
Ｓ
Ｄ
の
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
も、
環
境
整
備
が
重
要
な
部
分
と
な
る
と
思
い
ま
す。
た
と
えば、負担となる教科を無理にとるのはやめさせるとか、一旦休ませるとか、一人暮らし ら家族のサポートを求めるなどです。その他の問題　
そ
の
他、
大
学
内
で
問
題
と
な
る
心
の
問
題
と
し
て
は、
ま
ず、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
問
題
が
あ
る
と
思
い
ま
す。
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
は、
レ
ズ
・
ゲ
イ
・
バ
イ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
頭
文
字
を
取
っ
た
も
の
で
す
が、
こ
う
し
た
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
は
大
学
内
に
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す。
し
か
し、
Judith Butler
が
書
い
て
い
る
よ
う
に、
ＬＧＢＴ
の方は社会か
ら
の偏見を受け
や
す
い状況に
あ
り
ま
す。
ＬＧＢＴ
は去年ま
で
は精神疾患と
さ
れ
て
い
た
の
で
す
が、
去年、
ＷＨＯ
は、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
は
精
神
疾
患
で
は
な
い、
と
修
正
し
ま
し
た。
私
は
去
年、
あ
る
大
学
の
大
学
祭
で、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
当
事
者
た
ち
が
講
演
を
行
う
と
い
う
の
で、
行
っ
て
み
ま
した。大学の教官だけではなく、留学生も演者 して話しておられました。大学内においてもさまざま 偏見に会う、ということのほか、トイレの問題や着替え室の問題など、普段なかなか気づかない所で現実的な問題が生じ
て
い
る
の
だ
な、
と勉強に
な
り
ま
し
た。
始め
に私は、
人間に
は、
動物にはない特有の性の次元があると述べました。それゆえに、人間性
に
は
曖
昧
さ
が
付
き
ま
と
っ
て
い
ま
す。
こ
の
性
の
曖
昧
さ
ゆ
え
に
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
が
存
在
す
る
の
で
す
が、
同
時
に、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
々
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
ヴ
ァ
リ
エ
ー
ションがあり、はっきりとどこか 概念に収まりきらない問題もあります。
こ
う
し
た
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
問
題
も、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
は
現
実
的
問
題
と
し
て
発
生しているのではないかと想像します。　
さ
ら
に、
現
代、
流
行
り
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
の
問
題
が
あ
り
ま
す。日本語に訳すと、注意欠陥多動症候群となります。発達障害の一つとされていて、子供時代は 多動があり、 人になると多動は後退し、注意欠陥が前景に立つと言われているものです 一九九〇年以
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降、子供の発達障害としてよく取り上げられ、二〇一〇年代には、子供時
代
に
多
動
が
軽
度
だ
っ
た
た
め
見
逃
さ
れ
て
い
た
と
す
る、
大
人
の
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た。
し
か
し、
実
は、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
と
い
う
の
は
果
た
し
て
独
立
し
た
精
神
疾
患
の
概
念
と
し
て
あ
り
う
る
の
か、
と
い
う
議
論
が、
ヨーロッパを中心にあります。　
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
は
発
達
障
害
と
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら、
治
り
様
が
な
い、
そ
の
う
え
脳
の病気とされている、そのため、その治療薬を長期にわたって服用することになり、その治療薬はいずれも高価で、製 会社にとっては非常にい
い
収
入
源
と
な
り
ま
す。
と
く
に
大
人
の
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
に
関
し
て
は、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
な
さ
れ
ま
し
た。
こ
の
よ
う
に、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
と
い
う疾患概念は製薬会社 生物学的精神医学によって作られた疾患概念ではないか、という疑問を彼らは提出している です。 して、疑問を投げかける臨床家たちは、注意欠陥や多動という症状は、その人の生い立ちや
、家庭環境、置かれてきた状況、などによっても起こりえるのでは
ないか、脳の問題に還元せず、もっとその人の生活史全体を精緻に見ゆく必要がある ではないか、と主張しているわけです。私自身は何とも
答
え
を
出
し
か
ね
て
い
ま
す
が、
少
な
く
と
も
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
と
い
う
診
断
は
自
ら
は
しないことにしています。　
最後に、現代の精神医学の主流である生物学的精神医学や脳科学につ
いて、少し触れますと、これら 学問は確 に、より有効な薬剤や脳科学的知見に基づ た新しい治療法を開発して ます。しか 、これらの学問は、抑圧という概念も、抑圧によって生じる無意識という概念も認めません。つまり、人間が言語を持つとは一体どういうことなのか、して、言語とはそもそもどういうものなのか、とい 問 が欠けているということです。　
私は私の倫理的感覚として、心病む人々の問題をすべて脳の問題に還
元
し
て
し
ま
っ
て
は
い
け
な
い、
と
感
じ
て
い
ま
す。
そ
し
て、
大
学
生
を
含
め、
現代の若者の心の病を考えるとき、脳の問題に還元せず、その人が言語を持つ人間ゆえに、すなわちその人がまさしく人間であるゆえに 抱え
込み、悩み、苦しんでいる事態なのである、と捉えることが大事なのではないか と私は思います。　
以上、拙い話でしたが、私の話が少しでも、日々若い大学生に接する
皆様のお役にたてば、と思います。長い時間ご清聴ありがとうございました。
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